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Predation by Rana catesbeiana on a juvenile of Muremys .reevesii
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ウシガエルRana catesbeianaは，本来アメリカ合衆国のノバスコシア州からフロリダ州中部，西ウィスコ

ンシン州に分布している(Graves and Anderson,1987)．本種は世界各地に分布を広げており(Graves

and Anderson,1987)，日本においても，各地の河川や湖沼に侵入し，分布が拡大している外来種である

(太田,2002)．本種は，原産地ではカタツムリ，昆虫，ザリガニ，魚，カエル，オタマジャクシ，爬虫類，時折

哺乳類や鳥類などさまざまな動物を捕食することが知られている(Graves and Anderson,1987)．日本に

侵入したウシガエルもさまざまな動物を捕食するとされ，平井(2006a； b； 2008)はアカハライモリ，ニホン

アカガエルやナゴヤダルマガエルなどの被食を報告している．今回，著者らは淡水カメ調査中に捕獲した

ウシガエルの胃内容物を調べたところ，クサガメが確認されたので，ここに報告する．

ウシガエルは2012年7月14日，兵庫県明石市大久保町大窪の喧嘩池で，アナゴなどの魚類を捕獲する

際に用いられる網(縦30㎝×横30㎝×高60㎝)を用いて捕獲した．網は夕方に池内に設置し，翌日の朝回

収した．ウシガエルは頭胴長106.3mm，体重105.0gの雄であった．持ち帰り，開腹によって胃内容物を調べ

たところ，クサガメの幼体が確認された(図1)．捕

食されていたクサガメは腹甲長37.5mm，背甲長

36.9mmの幼体であった．クサガメのふ化幼体の

背甲長は24.6－36.6㎜であり(深田・石原,1974)，

今回，ウシガエルの胃からから発見されたクサ

ガメはふ化直後ではなく，数日は経過していると

考えられた．日本におけるウシガエルの生態は，

不明な部分が多いが，日本各地に分布を拡大さ

せている．それに伴い，少なからずクサガメなど

の淡水カメの幼体は本種による捕食圧を受けて

いると考えられた． 図1．ウシガエルの胃から発見されたクサガメの幼体
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